
 

 

２０２２年 (令和４年)度 事業報告書 

          （2022 年 4 月 1 日から 2023 年 3 月 31 日） 

                      認定特定非営利活動法人フードバンク信州 

                                                               

Ⅰ 事業の総括 

2022 年度は、新型コロナ感染の影響による社会的規制状態が 3 年目を迎えるとともに、

後半は食料品を含めた広範囲の物価高騰が急激に進んだ影響により、貧困と食をめぐる問

題が顕在化し、一層深刻化が進んだ。 

このような社会情勢の中、フードバンク信州は、貧困ニーズが多様化していること、ま

た支援につながりにくいグレーゾーンの貧困が増加してきた状況を踏まえ、多様な機関、

団体、企業等との連携により、ニーズ把握と支援活動につなげるための体制づくりに取り

組んだ。 

コロナ禍の影響が始まった 2020 年度から 2022 年度の 3 年間継続して「食を通した循環

型地域システムの構築」をも目標に掲げ、企業や市民からの食品受け入れと要支援者への

食品提供の見える化を図り、食料の循環を通して支え合いの地域づくりが広がることを目

的に事業に取り組んだ。 

コロナ禍における食料循環を進める活動を通して、企業や市民の皆さんの食料を寄贈し、

困窮状態にある人たちの支援に役立てたいとの機運も高まりつつあることから、フードバ

ンク信州では、2021 年度から食料寄贈の円滑化を図り、支援のニーズとつなげるマッチン

グシステム開発を進め、2023 年度からシステム稼働の予定となった。 

 

Ⅱ 事業の柱 

 

１ 食料循環の広域圏連携活動の推進 

  

〇食料循環のマッチングシステムの構築 

2021 年に設置した「長野県フードバンク活動団体連絡会」との連携により、県内の各地

域において食料循環機能を強化し、ニーズに対応した支援が継続的につながるためのシス

テムを構築をめざした。 

「連絡会」主催による広域活動として、「長野県フードドライブ統一キャンペーン」を年

間 4回開催し、県内全域での食料循環活動の普及に取り組んだ。 

 



〇食料循環の地域拠点との連携・協働活動の推進 

長引くコロナ禍と物価高騰による貧困課題の増加に対して、県内の市町村社協等におい

て独自にフードバンク活動に取り組む地域が増えてきた。これらの地域の活動振興を踏ま  

えて、地域活動と広域活動の協働による活動推進を図った。 

 

２ 緊急支援活動と継続的支援事業の連携推進 

 

〇コロナ対応子ども応援プロジェクト事業 

新型コロナ感染による社会活動規制が始まった 2020年 7月から子育て困窮世帯を対象に

開始した「コロナ対応子ども応援プロジェクト」を継続実施した。長野県内全域を対象に

緊急的貧困状態で支援が届きにくい制度の狭間にある子育て困窮世帯から Web サイトから

直接申し込みを受け、個別に食料の詰め合わせを郵送する方法で長野県内全域を対象に展

開した。 

  利用者アンケートによりプロジェクト利用世帯は、これまで急激な生活逼迫により申し

込んだという世帯の割合が多い等の緊急的な貧困課題が明らかとなった。アンケート結果

を分析し、関係機関等と課題を共有し、課題解決向けての連携提案を行った。             

 

〇地域活動拠点の機能強化とネットワークによる継続的支援推進 

県下各地域において食料寄贈と食料提供を効率的に展開するため、地域活動の活性化及

び強化を目指した。コロナ禍の影響で市町村社会福祉協議会や地域の困窮者支援団体が取

り組む活動に協力し、地域ごとの活動拠点の定着を応援した。  

 

３ 新たな連携関係による事業の推進 

 

(1)  長野県フードバンク活動団体連絡会の活動 

2021 年 9 月に発足した連絡会には、県内の行政、社会福祉協議会、支援団体等が参加

し、協働事業で「県下一斉フードドライブキャンペーン」を実施し、県内の食料循環の活

動に一役買っている。 

(2)  広域フードパントリーの運営 

   長野県社協と社会福祉法人等が連携し、2021 年 6 月に設置した広域フードパントリー

「むすびや」は、広域の協働倉庫と県内への食料配送の拠点として役割を担っている。  

(3) 「フレッシュフードシェア」 

   フードバンク信州と松本市が協働し、道の駅の売れ残った生鮮野菜を受入、地域の子

ども食堂や支援団体に配布する活動を月 2 回定例で継続実施している。 

(4) 宅配事業の余剰パンの活用 

   生活協同組合コープながのとフードバンク信州の連携により、宅配用の余剰パンを、

支援団体や子ども食堂運営団体等の活動に利用する事業を 2023 年 3 月に開催した。 



Ⅲ 実施事業 

 

１ 食料の受け入れと提供  

 

【寄贈主体別実績】 

 

 

 

 

 

 

 

【フードドライブの開催状況】 

① 定期開催フードドライブ （4地区計 36回、12.5トン）  

   フードバンク信州の本部（長野）と３地域拠点（松本、上田、飯田）では、毎月 1 回

定期開催し、定着している。 

② イベント開催 （全県計 119回、8.6トン）   

団体のイベント、地域の行事、企業内ＦＤ，高校イベント等で開催し、集まった食料

をフードバンク信州に寄贈されたもの 



 

 【食料の提供】  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 食の循環システム構築事業 

  （※ 休眠預金を活用した民間公益活動事業） 

長野県内の企業等における食品ロスの有効活用のため食品寄贈を推進し、寄贈された食

品を地域支援ネットワークとの連携により困窮者支援につなげる地域の食の循環システム

を構築する事業を実施した。 

2021年度に実施した「企業のフードバンク活動についてのアンケート調査」の結果及び

「食の循環システム検討会議」の検討内容を踏まえて、地域における食の循環の仕組みと

なるプラットフォームの構築をめざし、2023年末の運用開始に向けて事業を進めた。 

  

  

 

４ コロナ禍と物価高騰に対応する子育て世帯応援プロジェクト 

（※ 独立行政法人福祉医療機構助成金を活用した事業） 

 

2020 年度からのコロナ禍に対応して開始した緊急支援事業「コロナ対応緊急子ども応

援プロジェクト」は、2021 年度、2022 年度と継続して実施した。 

2022 年度は、ウィズコロナ時代に向かって生活を取り戻すための「コロナに負けない

応援プロジェクト」に切り替えて実施した。 

利用者は、長野県内全域に広がり、公的制度から漏れたニーズへの対応の必要性が明ら

かとなった。 

   



 

 

 

コロナに負けない子ども応援プロジェクト 

 



 



Ⅳ 運 営 

 

(1) 会員の構成                    

2023年 4月 1日現在 

 団体 個人 合計 

正会員 ２２ １７ ３９ 

賛助会員 ４８ ２５ ７３ 

 

 

 (2) 理事会 

 

第１回 2022 年 5 月 24 日 もんぜんぷら座 302 会議室 

・2021 年度事業報告(案)について 

・2021 年度決算報告(案)について 

・2022 年度事業計画(案)について 

・2022 年度活動予算(案)について 

・役員変更について 

・2022 年度通常総会の日程について 

 

第２回 2022 年 9 月 9 日 もんぜんぷら座 302 会議室 

・長野県フードバンク活動団体連絡会議について 

・子ども応援プロジェクト事業実施状況について 

・今後の事業推進方策について 

 

第３回 2022 年 12 月 5 日 もんぜんぷら座 304 会議室 

・諸規程の整備について 

・食料支援事業に係る連携・協力に関する協定締結について 

・年末フードドライブ統一キャンペーンについて 

       

第４回 2023 年 2 月 6 日 もんぜんぷら座 304 会議室 

・諸規程の整備について 

 

    

 


